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特集名水マラソン座談会
P4平成20年度予算概要

P7歴史博物館常設スペースを拡大

P8市有地を売り払います

P9証明書発行に「本人確認」実施など

春景（夢のかけはし）

九頭竜湖にかかる全長266ｍ、瀬

戸大橋の試作として建設された橋。

正式名称は箱ケ瀬橋で、道の駅九頭

竜から岐阜県方面に車で約20分の所

に位置しています。例年、4月下旬

には桜が、また10月下旬には紅葉が

見ごろを迎えます。

広報紙の概要（携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html
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“
お
も
て
な
し
の
心

”

で
応
援
を

座談会「越前大野名水マラソン」

「大野らしいおもてなしで参加者を迎えたい」と話す中森教育長（右端）と、

大久保征一さん、明石智美さん、齊藤太計雄さん（左から）

今
年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
る
「
越
前
大

野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」
。
当
市
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
参
加
す

る
メ
ン
バ
ー
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
運

営
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
沿
道
で
声
援
を
送

る
者
と
し
て
、
こ
の
大
会
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
参
加
し
て
い
る
の
か
聞
き
ま
し
た
。

－
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
で
す
が
、

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
ご
自
身
の
マ

ラ
ソ
ン
と
の
出
会
い
な
ど
を
話
し

て
も
ら
え
ま
す
か

齊
藤

私
は
学
生
時
代
、
特
に
ス

ポ
ー
ツ
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
親
子
の
部
で
名
水
マ
ラ
ソ
ン

に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
そ
の
後
一
時
期
、
マ

ラ
ソ
ン
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
四
十
歳
を
前
に
、
健
康

の
こ
と
を
考
え
て
走
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
制
限
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る

大
会
を
選
ん
で
走
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
全
国
十
七
、
八
回

の
レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
少
し
走
ら
ず
に
い
る
と
、

ま
た
走
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。

明
石

私
は
小
学
生
の
時
か
ら
陸
上

を
し
て
い
ま
し
た
。
種
目
は
短

距
離
を
専
門
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
野
市
陸
協
に

入
り
、
メ
ン
バ
ー
の
人
に
声
を
掛

け
て
も
ら
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
マ
ラ
ソ
ン
と
い
っ
て
も
、
五

キ
ロ
を
走
り
切
る
こ
と
を
考
え
て
出

場
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
は
、
八
年
ほ
ど
前
に
「
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
に

「地元のマラソンには必ず出
ています」と話す齊藤さん

越前大野名水マラソン

　

昭和40年、「市民マラソン」としてスタートした県内

で最も古い歴史を持つマラソン大会。62年に現在の名

称に変更した。平成6年には3800人を超えるランナー
が参加したが、少子化の影響などから一時は2000人を

割り込んだ。名水を活かした給水接待や市外参加者へ

の入浴サービス、柔道整復師によるテーピングサービ
スなどを実施した結果、昨年は2543人のランナーが大

野路を駆け抜けた。専門誌『ランナーズ』による全国

ランニング大会100選に3年連続で選出。
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参
加
し
た
の
が

初
め
て
で
し
た
。
そ
の
時
も
、
陸

協
の
人
に
誘
っ
て
も
ら
っ
て
出
ま

し
た
が
、
ハ
ワ
イ
に
行
け
る
と
い

う
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
ね
。

大
久
保
私
の
住
む
若
杉
町
は
、

参
加
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
応
援
・

も
て
な
し
の
心
を
表
現
す
る
た
め
、

昨
年
か
ら
大
会
事
務
局
が
始
め
た

「
彩
り
－
い
ろ
ど
り
－
運
動
」
に

賛
同
し
、
コ
ー
ス
沿
い
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
並
べ
、
花
で
ラ
ン
ナ
ー
を

迎
え
る
形
で
名
水
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
区
は

毎
年
、
全
世
帯
に
花
の
苗
を
配
布

し
て
、
秋
の
行
事
で
飾
り
、
花
の

出
来
を
見
せ
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
花
を
何
か
ほ
か
の
こ
と
に
活
か

せ
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
企
画
に

参
加
し
ま
し
た
。
開
花
の
ピ
ー
ク

を
マ
ラ
ソ
ン
当
日
に
持
っ
て
い
く

工
夫
や
コ
ー
ス
沿
い
に
運
ぶ
ま
で

は
大
変
で
す
が
、
自
分
た
ち
も
大

会
に
参
加
し
て
い
る
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

－
全
国
に
は
数
多
く
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
あ
り
ま
す
が
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
大
会
は
あ
り
ま
す

か
。
ま
た
、
名
水
マ
ラ
ソ
ン
に
活

か
せ
る
運
営
方
法
な
ど
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い

齊
藤
南
越
前
町
（
旧
南
条
町
）

の
大
会
で
は
、
ス
タ
ー
ト
時
間
が

早
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
作
り

し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の

を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
分
県

で
の
大
会
で
は
、
参
加
す
る
前
に

地
元
の
学
生
か
ら
激
励
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
が
多
く

か
か
わ
っ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
は
、

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

明
石
普
段
走
れ
な
い
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
を
走
っ
た
こ
と
は
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
ゼ
ッ
ケ

ン
番
号
を
抽
選
券
に
し
て
レ
ー
ス

後
す
ぐ
に
帰
ら
せ
な
い
工
夫
を

し
て
い
る
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。
二

月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し

ま
し
た
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
人

が
、
ゆ
っ
く
り
走
る
私
た
ち
に
ま

で
声
援
を
送
っ
て
く
れ
る
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。

齊
藤
私
は
昨
年
、
今
年
と
連
続

で
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
に
提
供
す
る
食

料
が
不
足
し
た
昨
年
の
反
省
か
ら

か
、
沿
道
の
人
た
ち
か
ら
差
し
入

れ
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
ね
。

教
育
長
人
情
味
あ
ふ
れ
る
大
野

の
良
さ
や
自
然
の
豊
か
さ
な
ど
、

ほ
か
に
は
な
い
大
野
ら
し
い
お
も

て
な
し
で
参
加
者
を
迎
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
、
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
給
水
接
待
や
完
走
証
を
渡
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。

明
石
レ
ー
ス
後
は
お
風
呂
に
入

り
た
い
の
で
、
市
外
か
ら
の
出
場

者
へ
の
銭
湯
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、

と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

齊
藤
夕
方
な
ど
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
も
参
加
で
き
る

大
会
に
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

マ
ラ
ソ
ン
に
出
て
み
よ
う
と
思
う

人
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

大
久
保
時
間
的
制
約
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
高
年
や
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
ま
ち
な
か

を
歩
い
て
も
ら
う
の
は
、
お
も
し

ろ
い
と
思
い
ま
す
。

齊
藤
亀
山
周
辺
や
寺
町
通
り
、

七
間
通
り
な
ど
を
コ
ー
ス
に
す
る

と
良
い
で
す
ね
。

明
石
マ
ラ
ソ
ン
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
、

ゴ
ー
ル
で
待
ち
合
わ
せ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参

加
で
き
、
大
野
を
知
っ
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

－
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

明
石
マ
ラ
ソ
ン
は
走
っ
て
い
る

時
は
正
直
し
ん
ど
い
で
す
が
、
走

る
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
女
性
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

名
水
マ
ラ
ソ
ン
は
地
元
の
大
会
な
の
で
、

職
場
な
ど
で
声
を
掛
け
て
、
話
し

な
が
ら
楽
し
く
走
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

大
久
保
コ
ー
ス
周
辺
の
各
集
落

で
も
花
を
並
べ
る
な
ど
し
な
が
ら

名
水
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
花
を
育
て
て
い
る
ほ
か
の
区

の
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
マ
ラ
ソ
ン
当
日
、

走
っ
て
い
る
人
だ
け
が
参
加
者
で

は
な
く
、
市
民
挙
げ
て
の
マ
ラ
ソ

ン
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
二
十

五
日
（
金
）
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
者

と
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
民
総
参
加
で
名
水
マ
ラ

ソ
ン
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

問
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
1
）

「観光もマラソンに参加する

目的の一つ」と話す明石さん

ゲストランナー

浅利純子さんからメッセージ

「ボランティアの力が欠か

せない」と話す中森教育長

「コースを花でいっぱいにし

たい」と話す大久保さん
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平成20年度

当
初
予
算

平
成
二
十
年
度
の
当
初
予
算
が
三
月
定
例
市
議
会

で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
「
越
前
お
お
の
元
気
プ

ラ
ン
」
実
現
に
向
け
、
効
率
的
か
つ
迅
速
に
取
り
組

み
ま
す
。
（
重
点
施
策
は
六
ペ
ー
ジ
参
照
）

一般会計 153億2300万円

（対前年比2．6％）
※本来予算は千円単位で表示することと定められていますが、ここでは

万円単位で表示し、1万円未満は四捨五入で端数処理しています。

※対前年比とは、前年度予算額との比較です。

歳入（収入）

自主財源39．1％

59億9590万円

依存財源60．9％

93億2710万円

自主財源とは、市が自らの権限で集めることができる財源

のことです。この比率が高いほど、自主的な財政運営ができ

ます。主な財源として市税（41億6945万円）が挙げられます。

一方、依存財源とは、国や県から定められた額が交付さ

れる財源のことです。その代表的なものが地方交付税（52億

5000万円）で、この交付税は全国どこでも一定水準のサービ

スが受けられるよう、財源の不足する地方公共団体に国から

交付される税のことです。

歳出（支出）

【民生費】38億5733万円【総務費】19億5879万円

【公債費】18億7098万円【教育費】16億9611万円

【土木費】16億9095万円【衛生費】14億8063万円

【農林水産業費】10億1700万円【商工費】6億7411万円

【消防費】5億9527万円【議会費など】4億8185万円

もし、大野市の予算が1万円だったら…
153億2300万円を1万円と仮定したときの支出内訳（構成比）

公債費1220円

市債（市の借金）の返済にか

かる費用

教育費1110円

幼稚園や小中学校（教師の

給与除く）の管理運営、社

会教育、文化、スポーツ振

興にかかる費用

衛生費960円

医療や保健、環境保全、ごみな

どの廃棄物処理にかかる費用

議会費など320円

議会運営や災害復旧など

にかかる費用

消防費390円

消防や救急など、消

防本部にかかる費用

民生費2520円

子育てや高齢者、障害者な

どの支援にかかる費用

総務費1280円

人事、財政などの管理費用や、

企画、統計などにかかる費用

土木費1100円

道路、水路、除雪、公園、

住宅などの費用

商工費440円

商店街や企業の育成、

企業誘致、観光の振

興にかかる費用

農林水産業費660円

農業や林業、水産業（内水面）の振

興にかかる費用
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市民一人当たりいくら？基金・市債の残高

19年度末の一般会計における基金（貯金）の残高は58億9639万円、市

債（借金）の残高は143億1700万円です（金額は見込みです）。

なお、市民一人当たりの金額は平成20年3月1日現在の人口（3万

8709人）で計算しています。

基金残高 市債残高

市民一人当たり

15万2326円
市民一人当たり

36万9862円

基金には財政調整基金や庁舎建設基金

などがあります。歳入（収入）の推移を見

ながら歳出（支出）の削減を図ることで、

基金の取り崩し額を最小限に抑えていま

す。なお、19年度末の残高は、財政調

整基金が17億823万円、庁舎建設基金が

6億7481万円となっています。（金額は
見込み）

特別会計
特別会計は、保険料や使用料など、特定の

収入で事業の経費を賄う会計のことです。後

期高齢者医療制度の開始に伴い、特別会計を

設置しました。

会計名 予算額 対前年比

国民健康保険 38億3010万円 5．5％

和泉診療所 1億1258万円 1．5％

老人保健 8億3299万円 △81．4％

後期高齢者医療 4億3456万円 純増

介護

保険

保険事業勘定 30億2441万円 0．4％

サービス事業勘定 1215万円 △25．0％

簡易水道 1億621万円 △16．9％

農業集落排水 7億4665万円 △30．8％

下水道 12億2141万円 20．0％

総額 103億2106万円 △23．3％

市債は発行できる事業が法律によっ
てあらかじめ制限されています。一般
会計では今後、返済額が借入額より多

くなるため、残高が減少していく見込
みとなっています。
【市債発行の機能】
短期間で多額の経費を必要とする事

業を実施する場合、市税だけで賄おう
とするとほかの行政サービスに支障を

きたすため、市債を発行して「財政負
担を平準化」しています。また学校な
ど長期間にわたり使用する施設は、現
在の住民だけでなく、将来の方々にも
負担していただくことで、「世代間の
負担の公平化」を図っています。

企業会計

企業会計は、民間企業と同じよ

うに事業で得た収入で支出を賄

う、独立採算制を原則とする会計

のことです。当市では、水道事業

が該当します。

会計名 予算額 対前年比

水道事業 3億1930万円 26．8％
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平成20年度

当初予算

「越前おおの元気プラン」実現に向けて、

「人が元気」「産業が元気」「自然が元

気」「行財政改革」の4本柱を重点に、各

種事業を推進していきます。

重点推進事業

「越前おおの

元気プラン」

－内容を紹介－

産業が元気

定期券購入者への京福バス

乗車券購入補助や普通乗車券

購入者へのポイントカード配布など、越美

北線の利用促進…1224万円

有終西小学校跡地活用、大和町市有地活用事業

の基本設計・実施設計など、中

心市街地活性化対策

…1030万円

地域農業サポートセンタ

ー設置や小耕地の受委

託支援など、小規模農家

への支援…295万円

商工、観光関係団体、中心市

街地活性化協議会等の連携による
朝市活性化に向けた調査研究…121万円

サトイモ、そばの生産促進補助…1440万円

大野商工会館建設に対する補助…1660万円

市内に進出した企業に対し助成…2847万円

シルバーエイジを対象としたまちなか散策ツ

アーの実施…196万円

中心市街地における歩行者用サインや観光案

内地図看板の設置…299万円

行革その他

「民間にできることは民間に

」を基調に事務事業を見直し、可能な限り民

間委託を推進します。

地方公共団体が共同で設立する地方公営企業

等金融機構への出資…250万円

行政目的を持たない土地の公売

人

が元気

保健医療福祉サービス拠点

づくり基本計画の策定…

430万円

防災行政無線整備のデジタル化と大野・和泉

エリアの周波数統一…1億6306万円

特定健診・特定保健指導、後期高齢者健康診

査、機能訓練・がん検診の実施

…7308万円

観光客に「食」でのもてなしを提供できるよう、

食べ歩きマップを作成…72万円

中心市街地における町家住宅の新築、改築に

補助…500万円

大野市に転入し住宅を新築、購入した者への

補助…400万円

大野市にふさわしい教育理念の策定

…57万円

旧有終西小学校の児童玄関や給

食室等を、監督会議やミーティ

ングを行える会議室等に改修

…7274万円

自然

が元気

7月26日、27日に九頭竜ダ

ム、真名川ダム等で開催さ

れる「森と湖に親しむ旬間」全

国行事における開催市の事務局運営経費等

…299万円

越前おおの農林樂舎設立に向けた準備委員会

設置などの費用…92万円

除雪グレーダー（平成2年購入）を除雪ドー

ザへ更新するための費用等…2066万円

湧水復活にかかる調査研究のための会議費等

…57万円

まちなか拠点施設や観光施設を結ぶ周遊路線

を石畳により美装化するための設計費等

…701万円

旧六呂師小学校を自然体験活動施設として活

用…308万円

奥越ふれあい公園に移動式ダグアウトや総合

遊具の新設…2940万円
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“
産
業
・
経
済
資
料
”
常
設
へ

4
月
1
日
か
ら
、
展
示
面
積
を
拡
張

歴史博物館

歴
史
博
物
館
で
は
、
隣
接
す
る
産
業
文

化
展
示
館
の
展
示
室
を
活
用
し
、
大
野
の

産
業
や
経
済
、
文
化
の
歴
史
に
関
す
る
資

料
の
展
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
入
館
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
常
設
展
示
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
、

「
越
前
国
大
野
郡
の
絵
図
（
拡
大

展
示
）
」
や
白
山
信
仰
の
地
理
的

条
件
を
示
す
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
▼
白

山
の
地
理
的
条
件
や
白
山
信
仰
と

結
び
つ
い
た
旧
大
野
郡
の
金
山
の

歴
史
▼
金
森
長
近
と
鉱
山
の
か
か
わ
り

▼
鉱
山
と
山
の
産
物
を
も

と
に
し
た
大
野
藩
の
殖
産
興
業

▼
近
現
代
の
鉱
産
の
見
本
－
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

入
館
料
大
人
二
百
円
、
中
学

生
以
下
無
料
（
三
十
人
以
上

の
団
体
は
一
人
百
円
）

時
間
午
前
九
時
－
午
後
四
時

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
、
十
二
月
二
十
七
日

－
一
月
四
日

問
歴
史
博
物
館
（
T
E
L
6
5
・
5
5
2
0
）

事務室が一部変更になります

歴史博物館の展示面積拡張に伴い、4月1

日から、観光振興課の事務室が産業文化展示

館から市庁舎3階に移転します。

市庁舎3階平面図 観光振興課

各常任・議会運営委員会の構成（敬称略。◎は委員長、○は副委員長）

議会運営

委員会

常任委員会

民生環境 産経建設 総務文教

◎
本
田
章

○
山
本
鐵
夫

川
端
義
秀

島
口
敏
榮

常
見
悦
郎

松
井
治
男

◎
高
岡
和
行

○
前
田
政
美

宮
澤
秀
樹

松
田
信
子

常
見
悦
郎

榮
正
夫

◎
藤
堂
勝
義

○
川
端
義
秀

石
塚
淳
子

松
原
啓
治

本
田
章

畑
中
章
男

◎
山
本
鐵
夫

○
谷
口
治
衛

沢
田
国
夫

島
口
敏
榮

浦
井
智
治

松
井
治
男

砂
子
三
郎

定例
市議会

2
0
年
度
予
算
案
を
可
決

議
長
に
砂
子
三
郎
氏

第
三
百
五
十
五
回
市
議
会
定
例

会
が
三
月
三
日
か
ら
二
十
一
日
に

か
け
て
開
か
れ
、
平
成
二
十
年
度

予
算
案
な
ど
三
十
七
議
案
を
審

議
。
い
ず
れ
も
提
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
が
交
代

松
田
信
子
議
長
と
山
本
鐵
夫
副

議
長
の
辞
任
に
伴
い
、
砂
子
三
郎

氏
が
議
長
に
、
松
原
啓
治
氏
が
副

議
長
に
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常

任
委
員
会
な
ど
の
構
成
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
経
歴
】
砂
子
氏
は
昭
和
五
十
四

年
に
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

第
二
十
九
代
議
長
な
ど
を
歴
任
。

現
在
八
期
目
で
す
。
松
原
氏
は
平

成
十
五
年
に
市
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
二
期
目

で
す
。

1
9
年
度
予
算
の
補
正

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
五
十
九
万

二
千
円
を
減
額
。
補
正
後
の
総
額

は
百
五
十
四
億
一
千
七
百
五
十
五

万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

特
別
会
計
で
は
一
億
五
千
五
百
二

万
四
千
円
を
、
企
業
会
計
で
は

一
千
八
百
五
十
八
万
五
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
減
額
。
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
合

計
は
二
百
九
十
六
億
九
千
百
六
十

八
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

▼
中
井
孝
夫
氏
（
橋
爪
・
新
任
）

議長

砂子三郎氏

副議長

松原啓治氏
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市
有
地
（
宅
地
3
件
）
を
売
り
払
い
ま
す

一
般
競
争
入
札
（
期
間
入
札
）
で

対象となる物件
物件

番号 場所 地目
実測面積

（平方ｍ） 用途地域 最低売却価格

1
大野市115字13番

9（泉町3丁目地係） 宅地 201．95
第1種中高層

住居専用地域 434万5000円

2
大野市中野30字8番

2（城北町地係）
宅地 217．76

第1種中高層

住居専用地域 445万5000円

3
大野市中荒井町1丁目507番

1（中荒井町1丁目地係） 宅地 549．00 準工業地域 1890万5000円

※物件は、現況有姿の引き渡し（現状のまま引き渡すこと）となります。

　

市
で
は
、
上
表
に
記
載
し
た
市

有
地
を
一
般
競
争
入
札
（
期
間
入

札
）
の
方
法
で
売
り
払
い
ま
す
。

▼
参
加
要
領
配
布
・
申
込
受
付

　

入
札
参
加
要
領
を
、
四
月
一
日

（
火
）
－
五
月
二
十
三
日
（
金
）
ま
で
、
財

政
課
で
配
布
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

四
月
二
十
一
日
（
月
）
－
五
月
二
日

（
金
）
は
入
札
に
関
す
る
質
問
を
、

五
月
十
二
日
（
月
）
－
二
十
三
日
（
金
）
は
、

入
札
参
加
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

▼
入
札
実
施
・
落
札
者
決
定

　

六
月
十
六
日
（
月
）
－
二
十
日
（
金
）
の

期
間
に
、
郵
便
ま
た
は
持
参
に
よ

る
入
札
を
実
施
し
、
落
札
者
を
決

定
し
ま
す
。

※
時
間
は
す
べ
て
、
土
、
日
、
祝

日
は
除
く
、
午
前
八
時
三
十
分

－
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
。

問
財
政
課
管
財
係
（
T
E
L
6
6
・

1
1
1
1
内
線
2
3
5
）

物件1 大野市115字13番
9（泉町3丁目地係）

形状等

間口約11ｍ、奥行きが約17ｍあ

り、平坦な長方形の更地であり、住

宅用地に適している。北側が市道に

接している。

物件2 大野市中野30字8番

2（城北町地係）

形状等

平坦な土地であり、住宅地に適し

ている。また、角地のため隅切りが

あり五角形の形状となっている。北

側と東側が市道に接している。

物件3 大野市中荒井町1丁目507番

1（中荒井町1丁目地係）

形状等

平坦な土地であり、住宅地に適し

ている。また、角地のため隅切りが

あり五角形の形状となっている。幹

線道路（市道）に面しているため、商

用地にも適している。
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窓
口
で
の
証
明
書
発
行
に
も
「

本
人
確
認

」

が
必
要
で
す

な
り
す
ま
し
を
防
止

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
婚
姻
や
養

子
縁
組
な
ど
の
戸
籍
の
届
け
出
に

対
す
る
本
人
確
認
の
ほ
か
、
転

出
、
転
入
、
転
居
の
住
民
異
動
届

に
つ
い
て
も
確
認
の
対
象
と
し
、

第
三
者
に
よ
る
な
り
す
ま
し
の
防

止
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
、
福
井
市
な
ど
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
偽
造
し
た

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
証
明
書
発
行
時
の
「
本
人
確

認
」
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

5
月
か
ら
実
施

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る

た
め
、
昨
年
、
国
で
法
律
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

市
で
は
五
月
一
日
以
降
、
住
民
票
、

戸
籍
、
外
国
人
登
録
関
係
の
証
明
書

を
発
行
す
る
際
に
つ
い
て
も
、

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

本
人
確
認
の
際
、
ご
持
参
い
た

だ
き
た
い
書
類
は
左
枠
に
記
載
の

と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
市
民
窓
口
係
（
T
E
L
6
6

・
1
1
1
1
内
線
4
5
3
）
、

和
泉
支
所
住
民
課
（
T
E
L
7
8
・

2
1
1
1
）

本人確認の方法

次のいずれかの書類をご持参ください。

1旅券（パスポート）、運転免許証その他

官公署が発行した免許証、許可証また

は資格証明書、住民基本台帳カードな

どで、本人の写真がはってあるもの。

2地方公共団体が交付する健康保険証や

介護保険被保険者証など、本人の写真

がはってないものは複数を提示。

※複数のうち1枚は、法人の発行する身

分証明書でも可。

次の書類では確認ができません。

・本人が自署した会員証

・ポイントカード

・預貯金通帳など

→住民基本台帳カードをご利用ください

住民基本台帳カードとは、インターネ

ットを利用して行政機関へ申請などを行

う際に利用できるカードです。顔写真入

りのカードは、公的な身分証明書として

利用できます。交付申請は、市民課また

は和泉支所住民課で受け付けています。

読書のススメ

『いま「食べること」
を問う』－本能と文
化の視点から－

伏木亨、山極寿一著
農山漁村文化協会刊

図書館に食育のコーナーができました。そ

こで、今月は食べるという営みについて、学

者二人とゲストの対談の形で書かれた本を紹

介します。

この本のテーマは人にとって「食べる」こ

とがどんな意味をもっているかということで

す。農業、食文化、食育といろいろな問題が

提起されています。飽食のなかでの日本の食

の現実を見据え、食べることの根本的な議論

が必要なのではないかと考えさせられます。

み

ん

な

の

図
書
館

新
着
図
書

【
一
般
小
説
】

街
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
（
阿
刀
田
高
）

5
年
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組
リ
ョ
ウ
タ
組
（
石
田
衣

良
）
二
つ
の
月
の
記
憶
（
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田
今

日
子
）
た
す
け
鍼
（
山
本
一
力
）

祝
宴
（
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ィ
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ク
・
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ラ
ン
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ス
）

【
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ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
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】
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界
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か
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ヒ

ラ
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を
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が
せ
！
（
横
田
由
美

子
）
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タ
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で
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！
（
望

月
俊
夫
）
野
菜
の
選
び
方
、
扱
い

方
（
内
田
悟
）

【
児
童
図
書
】

世
界
の
鳥
の
巣
を
も
と
め
て
（
鈴

木
ま
も
る
）
家
を
出
る
日
の
た
め

に
（
辰
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渚
）
コ
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タ
ロ
ウ
の
ひ

み
つ
の
で
ん
わ
（
安
房
直
子
）
あ

の
ひ
の
音
だ
よ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
佐
野
洋
子
）
お
皿
の
ボ
タ
ン

（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
）

【
絵
本
】

と
き
そ
ば
（
川
端
誠
）
5
さ
い
っ

て
た
い
へ
ん
（
コ
ー
ネ
ル
）
か
え

る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん
（
日
野
十

成
）
屋
上
の
と
ん
が
り
帽
子
（
折

原
恵
）
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KOUHOU-1
テキストボックス
写真：いま「食べること」を問う

KOUHOU-1
テキストボックス
図：本を持った女の子
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